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【第2四半期業績概況および通期業績予想 発表者：取締役 木村 睦】

・本日は、お忙しいところ、当社グループの2015年3月期 第2四半期の決算説明会にお集まりいただき誠に
ありがとうございます。

・まず、第２四半期の業績の概況と2015年3月期の業績予想について説明します。
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・宝ホールディングス連結の2015年3月期第2四半期の業績について説明します。

・資料に記載している「期初計画比」は、5月8日に公表した業績予想との比較です。
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・連結損益計算書の売上高から営業利益について説明します。

前期＜前期比＞

・売上高は、宝酒造グループで28億300万円、タカラバイオグループで6億9,400万円、宝ヘルスケアで1億3,500万円の
増収となり連結売上高は前期比35億6,800万円増収の1,011億3,000万円となりました。

・売上原価では、宝酒造グループ、タカラバイオグループともに原価率が改善し、売上総利益は、前期比16億7,400万円
増益の386億2,700万円となりました。

・販売費及び一般管理費では、広告宣伝費や販売促進費は減少しましたが、連結子会社の増加や、為替レート変動に
よる海外子会社の人件費の増加がありましたよる海外子会社の人件費の増加がありました。

・以上により、営業利益は、前期比8億8,000万円増益の32億7,500万円となりました。

＜期初計画比＞

・売上高は、宝酒造グループで2億1,500万円、宝ヘルスケアで4,000万円計画を上回りましたが、タカラバイオグループ
が6,700万円計画を下回り、全体では期初計画を1億3,000万円上回りました。

・売上原価は、計画に織り込んでいた売上原価のコストアップが計画以下に収まり、売上総利益は期初計画を6億2,700
万円上回りました。

・販売費及び一般管理費では、科目間の増減はありましたが、ほぼ期初計画通りとなり、営業利益は7億500万円計画を
上回りました。グループ別には、宝酒造グループが5億9,400万円、タカラバイオグループが1億6,800万円、宝ヘルスケア
が2,200万円計画を上回りました。
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・ 営業外損益の状況を説明します。

・営業外収益、営業外費用は記載の通りですが、前期比、計画比ともに大きな増減はなく、経常利益は、34億
2,900万円と、前期比では8億6,500万円の増益、計画比では8億5,900万円上回りました。
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・特別損益および四半期純利益の状況を説明します。

・前期には、タカラバイオ株式の一部売却による関係会社株式売却益を計上していたことにより、当期の特別
利益は前期に比べ92億6,500万円減少しました。

・特別損失は前期比、計画比とも大きな増減はありませんでした。

・以上の結果、四半期純利益は前期比47億8,000万円の大幅減益となる18億2,800万円となりましたが、計画
比では5億7,800万円上回りました。
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・宝酒造グループの2015年3月期 第2四半期累計期間の業績概況について説明します。
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・宝酒造グループの損益概要について説明します。

＜前期比＞

・売上高は、前期比28億300万円増収の885億1,500万円となりました。

カテゴリー別では、焼酎、ソフトアルコール飲料、本みりんなどが減収となりましたが、清酒、ウイスキーなどの
「その他酒類」が増収となり、加えて、海外日本食材卸が大幅な増収となりました。

・売上原価では、原材料のコストアップをコストダウンで吸収することによって原価率が改善し、売上総利益は
前期比11億9 500万円増益の316億6 800万円となりました前期比11億9,500万円増益の316億6,800万円となりました。

・販売費及び一般管理費では、広告宣伝費や販売促進費が減少しましたが、海外子会社の人件費等が増加
したことにより前期比4億6,500万円増加の294億7,400万円となりました。

・その結果、営業利益は前期比7億3,000万円増益の21億9,400万円となりました。

＜期初計画比＞

・売上高は、ソフトアルコール飲料、焼酎、清酒、みりんなどが計画を下回りましたが、海外日本食材卸が計画
を上回り、全体では2億1,500万円上回りました。

・売上原価は計画に比べてコストダウンとなり、売上総利益は計画比で5億6,800万円上回りました。

・販売費及び一般管理費は計画並みとなり、営業利益は期初計画を5億9,400万円上回りました。
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・為替レート変動による売上高の増収効果は、前期比では7億9,000万円、期初計画比では10億700万円でし
た。

・海外日本食材卸は、前期比で50億4,400万円の増収となりましたが、そのうち43億600万円は、昨年9月に連
結子会社となった英国のタザキフーズ社と今年3月に連結子会社となったスペインのコミンポート社の新規連
結による増加です。
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・前期比での宝酒造グループの営業利益の増減分析を説明します。

・宝酒造グループの営業利益は前期比で7億3,000万円増益となりましたが、そのうち宝酒造単体の営業利益
の増加額は4,500万円でした。

・内訳としては、原材料のコストダウン等によって売上総利益が6,800万円増加した一方で、売上高の減少や
商品構成の変化によって売上総利益が8億4,200万円減少しました。

・また、販売費及び一般管理費が広告宣伝費や販売促進費を中心に8億1,900万円減少しました。

宝酒造単体以外の要因では 海外日本食材卸事業の営業利益がのれん償却後で4億9 700万円増益となり・宝酒造単体以外の要因では、海外日本食材卸事業の営業利益がのれん償却後で4億9,700万円増益となり
ました。
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・同様に、期初計画比での宝酒造グループの営業利益の増減分析の期初計画比を説明します。

・宝酒造グループ全体の営業利益は5億9,400万円増益となりましたが、そのうち宝酒造単体の営業利益の増
加額は1億800万円でした。

・内訳については、売上原価が計画に比べ3億4,900万円のコストダウンとなった一方で、売上高の減少や商
品構成の変化によって売上総利益が6億3,000万円減少しました。

・販売費及び一般管理費は3億8,900万円減少しました。

宝酒造単体以外の要因では 海外日本食材卸事業の営業利益が のれん償却後で3億6 400万円増加し・宝酒造単体以外の要因では、海外日本食材卸事業の営業利益が、のれん償却後で3億6,400万円増加し、
フーデックス社が連結ベースで2億4,800万円、タザキフーズ社が1億1,500万円、それぞれ期初計画を上回り
ました。
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・宝ホールディングス連結の通期業績予想について説明します。
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・連結売上高から営業利益までについて、期初計画からの変更点を中心に説明します。

・連結売上高は、宝酒造グループが2億円下回る見通しですが、グループ全体では2,180億円と期初計画の
まま据え置いています。

・連結営業利益も98億円と期初計画を据え置いています。
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・営業外収益から当期純利益までについても、経常利益は100億円、当期純利益は53億円と期初計画を据え
置いています。
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・宝酒造グループの業績予想について説明します。
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・連結売上高から営業利益までについて、期初計画からの変更点を中心に説明します。

・売上高は、焼酎とソフトアルコール飲料などを下方に修正する一方で、日本食材卸事業を上方へ見直し、売
上高トータルは期初計画から2億円マイナスの1,893億円としています。

・売上原価や販売費及び一般管理費についても若干の見直しをしておりますが、営業利益は期初計画を据
え置き68億円としています。
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・為替レート変動による売上高の増収効果は、前期比では13億9,500万円、期初計画比では19億9,300万円と
なる見込みです。
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・前期比での営業利益の増減分析を説明します。

・宝酒造グループの営業利益は前期比で4億7,000万円増益となる見込みですが、そのうち宝酒造単体の営
業利益は3億1,500万円減益となる見込みです。

・内訳については、粗留アルコールなどの原材料や燃料の価格変動などによるコストアップがネットで1億800
万円発生する一方、売上高の増加や商品構成の変化による売上総利益の増加を10億9,000万円と見込んで
います。

・販売費及び一般管理費は、運送費や販売促進費を中心に12億9,800万円増加する計画としています。

・宝酒造単体以外の要因では、海外日本食材卸事業の営業利益がのれん償却後で7億1,400万円増益となる
見込みです。
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・期初計画比での営業利益の増減分析を説明します。

・宝酒造グループの営業利益は期初計画を据え置くこととしていますが、宝酒造単体の営業利益は期初計画
を3億2,200万円下回る見込みです。

・内訳については、売上原価が計画に比べ2億700万円のコストダウンとなる一方で、売上高の計画未達や商
品構成の変化によって売上総利益が5億500万円減少する見込みです。

・販売費及び一般管理費も2,400万円増加する計画です。

・宝酒造単体以外の要因では、海外日本食材卸事業の、のれん償却後の営業利益が期初計画比で4億
4,600万円増加する見込みです。
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・宝ヘルスケアの業績概況と通期業績予想を合わせて説明します。
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＜第2四半期累計業績概況＞

・売上高は8億1,000万円で、前期比1億3,500万円の増収、期初計画比でも4,000万円の増加となりました。売上高は8億1,000万円で、前期比1億3,500万円の増収、期初計画比でも4,000万円の増加となりました。

・営業利益は、3,000万円の黒字を確保しました。

＜通期業績予想＞

・売上高16億円、営業利益3,000万円を見込んでいます。
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【事業戦略 発表者：代表取締役社長 柿本 敏男】

当期の進捗状況について確認した後、主に戦略面について説明します。
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・宝ホールディングス連結の第2四半期累計期間の業績と、通期の業績予想について確認します。

＜第2四半期累計期間の業績＞

・売上高は、宝酒造グループ、タカラバイオグループともに、国内の売上未達を海外子会社がカバーすると
いった形でほぼ期初計画通りとなりました。

・営業利益は、計画に織り込んでいた原材料等のコストアップが計画の範囲内に収まったことや、販管費の減
少により、宝酒造グループ、タカラバイオグループともに期初計画を上回りました。

＜通期の業績予想＞

・海外子会社は期初計画を上回る予想ですが、国内の消費動向については、依然不透明感が残ること、さら
に原材料などのコストアップ要因もあることから、通期の売上、利益を期初計画のまま据え置くこととしました。
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・宝酒造グループの第2四半期累計期間の業績と、通期の業績予想について確認します。

＜第2四半期累計期間の業績＞

・国内の売上高については、消費税増税後の反動減を計画に織り込んだ第1四半期は計画を上回ったものの、
第2四半期に入っても一部で回復に遅れがあり、計画未達となりました。

・この計画未達を、海外日本食材卸事業の売上増加で補う形となりました。

＜第2四半期累計期間の業績＞＜第2四半期累計期間の業績＞

・これから年末にかけて最需要期を迎える国内酒類事業の市場環境は、依然として予断を許さない状況と見
ています。

・海外は引き続き好調に推移すると見込むものの、宝酒造グループ全体の通期予想については、売上高を若
干下方修正、営業利益については期初計画を据え置いています。
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・宝ホールディングス連結の事業戦略について説明します。
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・本年よりスタートさせた「TaKaRaグループ中期経営計画2016」の概要について確認します。

基本方針＜基本方針＞

「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けて、
国内では収益力の向上、海外では事業の拡大・伸長に取り組むとともに、
バイオ事業の成長加速により
環境変化に強いバランスのとれた事業構造に変革していく

＜2017年3月期 定量目標＞年 期 標

連結売上高 2,300億円以上

連結営業利益 120億円以上

海外売上高比率 １6％以上

＜各グループの事業戦略＞

➣宝酒造グループ

「技術で差異化された商品の開発・育成により、国内事業の収益力を向上させるとともに、日本食材卸網を積
極的に拡大し、海外事業を大きく伸長させる」

➣タカラバイオグループ

「再生・細胞医療分野へ戦略的な投資を行い、バイオ事業の成長を加速させる」

➣宝ヘルスケア➣宝ヘルスケア

「ダイレクトマーケティングを通じて、健康食品事業の成長を加速させる」
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・目標達成のために４つの重点戦略を掲げ、実行しています。

＜重点戦略＞

➣「澪」を中心とした清酒売上高の拡大

・澪については、増産体制を整えるための設備投資や、セールスプロモーション投資を行い、さらなる売上拡
大を図ります。

➣欧米をはじめとする世界での日本食材卸網構築

今後も積極的に グル プとして取り組むべき企業を模索するとともに 既にあるグル プ会社の業績拡大・今後も積極的に、グループとして取り組むべき企業を模索するとともに、既にあるグループ会社の業績拡大、
シナジー効果の追求も行っていきます。

➣バイオ医薬品の開発支援サービス（CDMO事業）拡大

・滋賀県草津市に、遺伝子・細胞プロセッシングセンターを新設し、１０月より稼働させています。

➣遺伝子治療・細胞医療における臨床開発の推進

・治験のステージにある、ＨＦ10、ＭａｚＦ遺伝子治療等に加え、臨床研究のステージにある各プロジェクトへも、
積極的な研究開発投資を行っていきます。

・国内外の重点戦略に、積極的な投資を行うことによって、環境変化に強い、バランスのとれた事業構造への
変革を、進めています。
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・宝酒造グループの事業戦略について説明します。
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・宝酒造グループの「中期経営計画2016」の方針を確認します。

＜基本方針＞

技術で差異化された商品の開発・育成により、国内事業の収益力を向上させるとともに、
日本食材卸網を積極的に拡大し、海外事業を大きく伸長させる

＜2017年3月期 定量目標＞

連結売上高 2,000億円以上

連結営業利益 85億円以上

海外売上高比率 12％以上
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・国内酒類事業を取り巻く環境について確認します。

・上のグラフは、一般消費財全般についての消費者購買支出指数の推移を表したものです。消費税増税後
の消費水準の低迷が９月になっても続いていることが、分かります。

・下のグラフは、焼酎、清酒、カンチューハイ類の販売数量の推移について、業界数字をまとめたものです。
酒類についても同様に、消費税増税の影響に加え、夏場の天候不順も影響しているものと見ています。

・また、焼酎や清酒などの市場は、少子化・高齢化による飲酒人口の減少や、若者のアルコール離れなどの
影響により、年々縮小する傾向にあります。

・こうした状況の中で、当社は独自の技術力・開発力および商品育成力を高め、差異化された商品の開発、ブ
ランド育成による、収益力の向上に取り組んでいます。
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・カテゴリー別の戦略について説明します。

・清酒については、重点戦略の一つとして、「澪」を中心とした清酒売上高の拡大に取り組んでいます。

・昨年９月に販売ルートを拡大した、低アルコールのスパークリング清酒 松竹梅白壁蔵「澪」は、お客様のご
好評を得て、当社の生産能力を超えるご注文をいただいておりましたが、設備増強による増産体制が整い、
通年で２００万ケースの生産体制を確立しました。

・これから年末の最需要期を迎えるにあたり、テレビCMや、店頭でのプロモーション活動、大規模なサンプリン
グなどを積極的に展開し、よくお酒を飲まれる方も、ふだんあまりお酒を飲まれない方も含め、幅広くユーザー
を獲得し、ファンの拡大を図ってまいります。
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・「澪」の育成に取り組むとともに、他の清酒の商品開発、育成にも注力し、清酒全体の売上高を拡大します。

・松竹梅「天」は、この秋からパッケージをリニューアルしました。

・９月からは、松竹梅「天」＜糖質７０％オフ＞を新たに発売しました。

・近年、ビール系飲料やチューハイのカテゴリーでは、糖質オフや糖質ゼロを訴求した商品が注目を集め、多
くの商品が発売されています。糖質をカットした清酒の認知度はまだ低いものの、潜在的なニーズがあると考
え今回の発売に至りました。

・国内清酒市場は、前年を下回って推移していますが、こうした取り組みによって新しいユーザーを獲得し、通
期前年比で１２％増を目指します。

32



・焼酎について説明します。

・国内の焼酎市場は2004年頃をピークに縮小が続いています。

・当社は「宝焼酎ゴールデン」や、昨年来好調の「一刻者＜赤＞」に500mlサイズのミニボトルを発売したり、「よ
かいち」をリニューアルするなど、新たな需要を喚起すべく、商品展開を、進めています。

・ソフトアルコール飲料について説明します。

・ソフトアルコール飲料の市場は近年拡大傾向にあり、この夏には高アルコール・辛口タイプの商品が各社か
ら投入されるなど、今後も伸長が期待されます。

・当社においても、辛口タイプの「タカラ焼酎ハイボール」は引き続き好調で、前年比１１％増となりました。今
後も、テレビCMや限定商品の発売などにより、ブランド育成を継続してまいります。

・また、パウチ入りタイプで新発売したジュレのお酒「果莉那 －Carina－」などにより、消費者の新たなニーズ
の発掘にも注力してまいります。発掘にも注力してま ります。
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・調味料について説明します。

・家庭用調味料では、消費税増税時の前倒し需要の反動もあり、本みりんが前年を下回って推移しています
が、本みりんエコパウチのキャップを使いやすくリニューアルするなど、お客様の視点に立った、付加価値の
高い商品づくりに引き続き努めてまいります。

・B to Bの加工業務用調味料については、加工食品メーカーや中食メーカーといった顧客のニーズに合わせ、
こうじ調味料など機能性の高い調味料の品揃え拡充に注力しています。

・酒精事業では、原料となる粗留アルコールの輸入価格が円安の影響により上昇しており、順次販売価格へ
の転嫁を進めています。また並行して、工業用アルコール、酒類用アルコール双方での新規ユーザーの開拓
を継続します。
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・海外事業について説明します。

・海外では、国内外で製造した当社の酒類・調味料を販売する「海外酒類事業」と、海外の和食レストランなど
に和食の食材・調味料などを販売する「海外日本食材卸事業」の２つの柱で、事業の拡大に取り組んでいま
す。

・特に海外日本食材卸事業の拡大については、積極的な投資なども含め、スピード感を持って取り組んでま
いります。
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・海外日本食材卸事業の概況です。

・今期より、コミンポート社とタザキフーズ社が新たに連結に加わったことにより、上期の業績は前期から大きく
伸長しました。

・通期の売上高の計画は、コミンポート社を含むフーデックス連結とタザキフーズ社の合計で、169億円を見込
んでいます。

・営業利益は17億円、のれん償却後の営業利益は12億5,000万円を見込んでおり、比較的高い営業利益率
が特徴となっています。

・ヨーロッパでは日本食が人気で急速に広まっていますが、その広まりとともに、高級な日本食レストランだけ
でなく、相対的に利益率の低い、チェーン店やテイクアウェイ型の店も増えてきており、このような業態との取
引も増加してきています。

・売り上げの拡大と、利益率の維持のバランスが、課題だと考えています。

・ヨーロッパでの拡大に加え、アメリカでは持分法適用会社のミューチャル・トレーディング社との連携の強化と、
アジア・オセアニア地域への販売網の構築を進めていきます。
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・海外酒類事業を含めた、海外事業全体の業績の概況です。

・上期の海外酒類事業の売上高は、前期・計画ともに上回りました。

・海外での清酒販売は上期は微増にとどまりましたが、「その他酒類」に含まれるスコットランド・トマーチン社の
ウィスキーの売上が増加しました。

・下期には、主に米国での清酒販売の拡大を見込むほか、清酒以外の売上も上期の好調な状況が続くと見
ており 通期の海外酒類事業の売上高は前期・計画ともに上回る見込みですており、通期の海外酒類事業の売上高は前期・計画ともに上回る見込みです。
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・宝ヘルスケアの事業戦略について説明します。
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・宝ヘルスケアの「中期経営計画2016」の方針について確認します。

＜基本方針＞

ダイレクトマーケティングを通じて、健康食品事業の成長を加速させる

＜2017年3月期 定量目標＞

売上高20億円以上、営業利益1億円以上

・通信販売事業の成長を加速させるべく、ガゴメ昆布「フコイダン」シリーズに最注力する一方で、フコイダンに
続く第２の事業の柱として、ボタンボウフウ「イソサミジン」シリーズの育成を進めており、様々な広告媒体への
展開を、戦略的、継続的に行ってまいります。
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・最後に、当社の経営ビジョンについて確認します。
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・当社は2011年4月に、10年間の長期経営ビジョンである「TaKaRaグループ・ビジョン2020」をスタートさせまし
た。

・目標は「国内外の強みを活かせる市場で事業を伸ばし、環境変化に強いバランスのとれた事業構造を確立
する」ことです。

・酒類・調味料事業という基盤事業と、バイオ事業と健康食品事業という将来性のある成長・育成事業を併せ
持つ、独自の強固な事業ポートフォリオをさらに強化していくことで、国内外において環境変化に強い、バラン
スのとれた事業構造を確立し、企業価値の向上を図ってまいります。
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・今期より「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の実現に向けた第２ステップとして「TaKaRaグループ中期経営計
画2016」をスタートさせました。

・この第２ステップで目指すのは、「環境変化に強いバランスのとれた事業構造への変革」です。

・「TaKaRaグループ・ビジョン2020」を実現するためには、この中計は非常に重要な位置づけにあると考えてい
ます。

・先に述べた４つの重点戦略をはじめ、各グループの施策を着実に、またスピード感をもって推進し、先に述 た４ の重点戦略をはじめ、各グル プの施策を着実に、またスピ ド感をもって推進し、

「TaKaRaグループ・ビジョン2020」の目標を何としても達成する所存です。

【以上】
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